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山口市長　伊藤 和貴山口市長　伊藤 和貴

　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　さて、昨年は、米ニューヨーク・タイムズ紙の「2024 年に行くべき 52カ所」　さて、昨年は、米ニューヨーク・タイムズ紙の「2024 年に行くべき 52カ所」
に本市が選ばれるなど、明るい話題とともに始まった一年でした。に本市が選ばれるなど、明るい話題とともに始まった一年でした。
　本年は、新市発足20年の節目となり、これまで、市民の皆様の御協力のもと取り組本年は、新市発足20年の節目となり、これまで、市民の皆様の御協力のもと取り組
んでまいりました、都市も農山村も、ともに元気なまちづくりを着実に進めてまいります。んでまいりました、都市も農山村も、ともに元気なまちづくりを着実に進めてまいります。
　まず、元気な都市づくりとして、山口都市核づくりでは、新本庁舎や湯田温　まず、元気な都市づくりとして、山口都市核づくりでは、新本庁舎や湯田温
泉こんこんパークを始めとした社会基盤整備を進め、同時に、小郡都市核づく泉こんこんパークを始めとした社会基盤整備を進め、同時に、小郡都市核づく
りでは、新山口駅周辺のさらなる利便性向上や、KDDI 維新ホールの活用等にりでは、新山口駅周辺のさらなる利便性向上や、KDDI 維新ホールの活用等に
よる交流人口拡大や地域経済活性化に向けた取り組みを進めてまいり、県都とよる交流人口拡大や地域経済活性化に向けた取り組みを進めてまいり、県都と
しての求心力をさらに高めてまいります。しての求心力をさらに高めてまいります。
　次に、元気な農山村づくりとして、農山村エリアへの居住促進に向けた取り組次に、元気な農山村づくりとして、農山村エリアへの居住促進に向けた取り組
みや農林水産業の振興、道の駅の機能強化や移転整備などを進めてまいります。みや農林水産業の振興、道の駅の機能強化や移転整備などを進めてまいります。
　また、大阪・関西万博など、さまざまな機会を捉えた積極的な情報発信など　また、大阪・関西万博など、さまざまな機会を捉えた積極的な情報発信など
を通じて、本市への誘客促進を図ってまいります。を通じて、本市への誘客促進を図ってまいります。
　さらに、依然として続く物価高から市民の皆様の暮らしと地域経済を守るた　さらに、依然として続く物価高から市民の皆様の暮らしと地域経済を守るた
めの支援など、あらゆる分野において、安全・安心で快適に暮らせるまちを目めの支援など、あらゆる分野において、安全・安心で快適に暮らせるまちを目
指してまいります。指してまいります。
　あわせて、未来につながるさまざまなチャレンジを、大学等や企業と行政と　あわせて、未来につながるさまざまなチャレンジを、大学等や企業と行政と
の連携のもとでともに支え、地域課題の解決や地域経済の活性化につなげてまの連携のもとでともに支え、地域課題の解決や地域経済の活性化につなげてま
いりたいと考えております。いりたいと考えております。
　本年が市民の皆様にとりまして、健やかで実り多い一年となりますことを心　本年が市民の皆様にとりまして、健やかで実り多い一年となりますことを心
からお祈り申し上げまして、新年の御挨拶といたします。からお祈り申し上げまして、新年の御挨拶といたします。
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　令和 7年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお喜びを　令和 7年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお喜びを
申し上げます。申し上げます。
　昨年を振り返ってみますと、1月に米ニューヨーク・タイムズ紙で本市が　昨年を振り返ってみますと、1月に米ニューヨーク・タイムズ紙で本市が
「2024 年に行くべき 52カ所」の 3番目に選出されたことを契機として、国内「2024 年に行くべき 52カ所」の 3番目に選出されたことを契機として、国内
からの旅行客や欧米からのインバウンド観光客が増加するなど、非常に注目をからの旅行客や欧米からのインバウンド観光客が増加するなど、非常に注目を
集めた一年でございました。集めた一年でございました。
　一方で、現在、我が国は、本格的な人口減少の局面を迎えるとともに、急速　一方で、現在、我が国は、本格的な人口減少の局面を迎えるとともに、急速
に進むデジタル化の進展等により、人々の生活や価値観は大きく変化しておりに進むデジタル化の進展等により、人々の生活や価値観は大きく変化しており
ますことから、本市においても、都市も農山村も、ともに元気なまちづくりをますことから、本市においても、都市も農山村も、ともに元気なまちづくりを
進め、こうした社会環境の変化に迅速に対応していく必要がございます。進め、こうした社会環境の変化に迅速に対応していく必要がございます。
　こうした中、本年は、第二次山口市総合計画後期基本計画の 3年目を迎え、　こうした中、本年は、第二次山口市総合計画後期基本計画の 3年目を迎え、
市内 21地域における防災・地域振興拠点や、山口・小郡両都市核づくりにお市内 21地域における防災・地域振興拠点や、山口・小郡両都市核づくりにお
ける社会基盤の整備を進めると同時に、市街地およびその周辺エリア、農山村ける社会基盤の整備を進めると同時に、市街地およびその周辺エリア、農山村
エリアにおける定住環境を整えながら、地域コミュニティの維持・継続に向けエリアにおける定住環境を整えながら、地域コミュニティの維持・継続に向け
た取り組みなど、住み慣れた地域でずっと住み続けられる地域づくりを進め、た取り組みなど、住み慣れた地域でずっと住み続けられる地域づくりを進め、
「ずっと元気な山口」の実現を目指すこととしております。「ずっと元気な山口」の実現を目指すこととしております。
　市議会といたしましても、市民の皆様のお声を真摯にお聞きし、市内 21地　市議会といたしましても、市民の皆様のお声を真摯にお聞きし、市内 21地
域それぞれの個性を生かした地域づくりや福祉の向上、そして、子どもたちの域それぞれの個性を生かした地域づくりや福祉の向上、そして、子どもたちの
未来を見据えた政策提言を行ってまいりますので、引き続き、御支援を賜りま未来を見据えた政策提言を行ってまいりますので、引き続き、御支援を賜りま
すようお願い申し上げます。すようお願い申し上げます。
　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、健やかで幸多き一年となりま　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、健やかで幸多き一年となりま
すことを心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたします。すことを心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたします。
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山口市議会議長　山口市議会議長　
入江 幸江入江 幸江

山口湾から見た日の出
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学習意欲
向上

めざす子ども像の実現

認知能力

「知識」「技能」
「思考力」
「判断力」
「表現力」

試験やテストの点数で
測ることができるもの

非認知能力
数値で測ることが難しい

資質・能力
「学ぶ意欲」

「挑戦する力」「やりぬく力」
「自己決定力」「自己調整力」
「思いやりの心」「協働する力」
「コミュニケーション力」
「地域や郷土を愛する心」
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そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
学
校
を
中
心
に
、
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を
含
め
た
地
域
社
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全
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を
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と
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今
回
の
特
集
で
は
、
子
ど
も
た
ち
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ど
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よ
う
に
し
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「
本
物
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学
力
」
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身
に
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思
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す
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小中一貫教育ってどんなもの？
本市が取り組む小中一貫教育は、小学校と中学校を１つの学校に統合するものではなく、めざす子ども像を共
有した上で、既存の小学校と中学校が義務教育９年間の教育内容を一貫させ、学校・家庭・地域が一体となって
連携・協働し、教育活動を行っていくものです。特に、学習課題の解決に向けて、仲間との対話や協働を通して
学びを深める授業や、地域の特色を生かした教育活動の実践に重点的に取り組んでいます。

　また、小中一貫教育によって、中学校への進学に不安を覚える子どもたちが減少し、より多くの子どもたち
にとって「学校に行くのが楽しみ」「学校が好き」などといったプラスの効果が期待できます。

「本物の学力」ってなに？

小学生
６年間

中学生
３年間

小・中学生
９年間

子どもたちが
未来を生きぬく力の
核となるもの

本物の学力

「本物の学力」とは、子どもたちが未来を生きぬく力の核となるもので、知識・技能、表現力などに加え、学
ぶ意欲やコミュニケーション力など、数値で測ることが難しい、いわゆる非認知能力をより重視した本市独自
の学力観です。「本物の学力」はさまざまな人・もの・ことのつながりを深める中で、じっくりと時間をかけて
育まれていくものであり、小・中学校の教職員と保護者、地域の方が連携・協働しながら育成しています。

本市独自の学力観

勉強楽しい

学校生活
満足

地域と連携・協働した地域と連携・協働した
　　　小中一貫教育で育む　　　小中一貫教育で育む
　　　　　　　　「本物の学力」　　　　　　　　「本物の学力」

学校が
好き
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具体的な取り組みは？

小中一貫教育に対する教員の思いは？

今年度から全面実施となった、本市の小中一貫教育。各中学校区を単位として、めざす子ども像や育てたい
力などを掲げ、教員や地域の方が一緒になって、市内17の中学校区で特色ある取り組みを展開しています。
今回は４校（小学校３校と中学校１校）で小中一貫教育を行っている、小郡中学校区の取り組みをご紹介します。

その他、小・中学校の教職員の交流（合同研修会や授業研究会など）を継続しつつ、中学校教員による出前授業や、
各小学校をオンラインでつないだ授業交流などにも取り組み、９年間の切れ目のない教育をめざしています。

小郡地区の全小・中学校の教員を対象とした、「小郡地区小・中合同授
業研究会」を初めて開催しました。教員が公開授業や研究協議を行い、発
達段階に応じた授業づくりのあり方について、共通理解を深め、教員同士
の関係づくりに成果が見られました。

授業研究会を開催！授業研究会を開催！

　夏休み中に小学校で行われる
「水泳教室」の補助に水泳部の中
学生が参加。泳ぎのポイントを
助言しながら、上達の喜びを一
緒に味わう機会に！

小郡中水泳部が
　　小学生に水泳指導

小郡中学校区
　　合同あいさつ運動
中学生の有志や地域の方が出

身小学校であいさつ運動を実施。
小学生も登校後に一緒に活動し、
朝から元気いっぱいに１日のス
タートを！

大人も子どもも一緒に熟議
学校運営協議会等で「小郡を

挨拶であふれるまちにするため
に！」をテーマに、ＰＴＡや地
域の方と小・中学生が一緒にな
って話し合い！

「小中一貫教育」に対して、現場の教員はどのような思いを持って取り組んで
いるのでしょうか？小・中学校が一貫した教育を行うことの意義や成果、今後
の展望等について、小郡地区の各校長による座談会を行いました。

主体的に学び合い自分の夢や小郡の未来を切り拓く子ども

山口市立小郡小学校山口市立小郡小学校
田中　善人田中　善人 校長校長

山口市立小郡南小学校山口市立小郡南小学校
中西　淳中西　淳 校長校長

山口市立上郷小学校山口市立上郷小学校
平野　幸世平野　幸世 校長校長

山口市立小郡中学校山口市立小郡中学校
田原　暢也田原　暢也 校長校長

最近では、各教員が ”本
物の学力を培う授業づくり
の視点 ”を意識するように
なり、自分が生徒を成長さ
せるのだという思いが強
まっているように感じる。
それに伴い、協議や普段の
会話の内容もレベルアップ
してきている。

小学校の６年間以降の子
どもたちの未来の姿を共有
した上で、教育に務め励む
ことができる。また、子ど
もたちも中学校教員と関わ
りを持てるため、縦のつな
がりの構築も可能となる。
今後も保護者や地域の方々
と一緒に育んでいきたい。

これからも、よりよい
教育につながる取り組み
を考え、充実させていく。
その際、テーマを絞って
焦点化する必要があるだ
ろう。小・中のつながり
はもちろん、小・小のつ
ながりも意識したものに
していきたい。

知識をどのように活用し
ていくかが重要。そのため
には、認知能力とともに、
学びに向かう力や協働する
力などの非認知能力をバラ
ンスよく育てる「本物の学
力」の育成に、小・中学校
が一体となって取り組んで
いくことが大切である。

小郡中学校区に密着！

小郡中学校区のめざす子ども像

小中一貫教育に
おける

小中一貫教育に
おける

　　よりよい授
業づくり

　　よりよい授
業づくり

　　　　　　　
　に向けた

　　　　　　　
　に向けた



6市報やまぐち　2025 年（令和 7 年）1 月合併号

お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

▼
山
口
（
〒
７
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‐
８
６
５
０
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山
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２
‐
１
）
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‐
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１
１　
　
　
　
▼
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７
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４
‐
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９
２
阿
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７
４
３
）
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０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼
小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１　
▼
徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
徳
地
堀
１
５
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１
‐
１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１

▼
秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２
秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　
　
▼
阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

総合支所

暮
ら
し

国民年金の保険料は、最大で2年分を、まとめて前納す
ることができます。前納すると、保険料が割り引きされ
る上、毎月保険料を納付する手間が省け、保険料の納め
忘れの心配もありません。また、口座振替で前納される
とさらにお得です。
口座振替またはクレジットカード納付で、4月からの2年前納を希
望される場合は、2月末までにお申し込みください。４月からの2
年前納以外の前納の申し込み等については、お問い合わせください。

【口座振替納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、金融機関への届出印、口座
番号が分かるもの

■４月からの２年前納の引落日 ４月末（非営業日の場合は翌月の
第一営業日）

【クレジットカード納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、クレジットカード（カー
ド名義人の署名が必要）

■４月からの２年前納の立替納付日　４月末（非営業日の場合は翌月
の第一営業日）

※令和7年度の割引額は、3月以降にお問い合わせください。

【令和 6 年度に前納した場合の割引額（参考）】

国民年金の前納制度

　　　保険年金課 ☎ 083-934-2801、各総合支所総合サービス課

納付方法
割引額

半年前納 1 年前納 2 年前納

口座振替納付 1,160円 4,270円 16,590円
クレジット納付 　830円 3,620円 15,290円
現金納付 　830円 3,620円 15,290円

山口年金事務所☎ 083-922-5660（音声ガイダンス②→②）問問申申

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
受
付

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
受
付

　
確
定
申
告
に
合
わ
せ
、
各
総
合
支
所
や

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
申
告
受
付

を
行
い
ま
す
。
会
場
ご
と
に
受
付
日
や
受

付
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
や
必

要
書
類
等
の
詳
細
は
、
市
報
１
月
合
併
号

と
同
時
配
布
の
「
市
民
税
・
県
民
税
申
告

受
付
に
つ
い
て
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問問

市
民
税
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
５

山
口
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
口
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
確
定
申
告
特
集
サ
イ
ト
】
確
定
申
告
書
の
作

成
や
税
務
相
談
等
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
や

「
確
定
申
告
特
集
サ
イ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
】
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
申

告
に
必
要
な
給
与
等
の
源
泉
徴

収
票
や
各
種
控
除
証
明
書
等
の

デ
ー
タ
を
一
括
取
得
し
、
確
定
申
告
書
の
該

当
項
目
へ
自
動
入
力
で
き
ま
す
。
詳
細
は
右

の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
【
手
続
き
の
案
内
・

様
式
】
国
税
庁
サ
イ
ト
（
左
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
）
で
は
、
各
種
申
請
の

方
法
や
手
続
き
の
ほ
か
、
申
告

書
、
申
請
書
な
ど
の
様
式
に
つ

い
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
問問

山
口

税
務
署
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
１
３
４
０
※

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
番
号
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー

ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎
０
５
７
０
‐
０
１
‐

５
９
０
１

令
和
６
年
分
保
険
料
納
付
額
証

明
書
を
郵
送
し
ま
す

令
和
６
年
分
保
険
料
納
付
額
証

明
書
を
郵
送
し
ま
す

　
昨
年
に
納
付
さ
れ
た
「
介
護
保
険
料
」、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
を
１
月
24
日
（
金
）
に
発
送
し
ま

す
。
所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
※
配
達
に
１
週
間
程
度
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
「
国
民
健
康

保
険
料
」
の
納
付
額
証
明
書
は
、
昨
年
10

月
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
４
日
以

降
に
加
入
届
を
提
出
さ
れ
た
世
帯
に
は
、

証
明
書
を
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
問問

収
納
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
９

介
護
保
険
利
用
者
の
医
療
費
控
除

介
護
保
険
利
用
者
の
医
療
費
控
除

　
所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
市
・
県
民
税

申
告
で
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。【
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
医
療
費

控
除
】
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己
負

担
額
が
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
支
払
額
か
ら
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
等
の
保
険
で
補
填
さ
れ
る
金
額
を
差

し
引
い
た
金
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
▼
控

除
を
受
け
る
た
め
に
ご
準
備
い
た
だ
く
も
の
…

申
告
用
に
作
成
さ
れ
た
医
療
費
控
除
の
明
細

書
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
領
収
書
等
に
記

載
さ
れ
た
医
療
費
控
除
対
象
額
を
集
計
し
た

も
の
）【
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
】
医
師
の

診
断
や
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

に
よ
り
、
お
む
つ
を
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
▼
控
除
を
受
け
る
た
め
に
ご

準
備
い
た
だ
く
も
の
…
申
告
用
に
作
成
さ
れ

た
医
療
費
控
除
の
明
細
書
（
お
む
つ
代
の
金

額
を
集
計
し
た
も
の
）、
医
師
が
発
行
す
る

証
明
書
（
お
む
つ
使
用
証
明
書
）
ま
た
は
山

口
市
が
発
行
す
る
確
認
書
類
（
※
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）
問問

介
護
保
険
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
５
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
介

護
保
険
課
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

（
秋
穂
・
阿
知
須
・
徳
地
・
阿
東
）
※
医
療
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

■ 指定期間
①令和７年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日（1 年間）
②令和７年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日（3 年間）
③令和７年 4 月 1 日～令和 12 年 3 月 31 日（5 年間）

令和７年4月からの各施設の指定管理者を指定しました 総務課 ☎ 083-934-2909問

健康増進課　☎ 083-921-2666

山口市徳地診療所
公益社団法人地域医療振興協会 ②

山口市串診療所

観光交流課　☎ 083-934-2810
国民宿舎秋穂荘 株式会社あいお ③
重源の郷体験交流公園 多々良造園・徳地の未来共同企業体 ②
スポーツ交流課　☎ 083-934-2875

山口市小郡屋内プール ナカムラ・タタラゾウエン・
ビークルーエッセ共同企業体 ③

文化交流課　☎ 083-934-2717

山口市菜香亭 特定非営利活動法人
歴史の町山口を甦らせる会

③
クリエイティブ・スペース
赤れんが

特定非営利活動法人
こどもステーション山口

湯田温泉パーク整備推進室　☎ 083-934-2615
湯田温泉パーク 湯田温泉にぎわい創出共同企業体 ②

こども未来課　☎ 083-934-2756
山口市小郡上郷児童館 山口市小郡上郷児童館運営委員会 ③

山口市放課後児童クラブ
わかくさ第２学級 わかくさ学級運営協議会

③
みなみ第２学級 大内地区社会福祉協議会
もみじ第３学級 吉敷地区社会福祉協議会 ①
ひめやま第２学級 ひめやま学級運営協議会

③

さわやか第３学級 大歳地区放課後児童クラブ運営協議会
おおぞら学級

おおぞら学級運営協議会
おおぞら第２学級
ひまわり学級

社会福祉法人
山口市社会福祉協議会

ひまわり第２学級
ひまわり第３学級
はちのこ学級 ①
しらさぎ学級 社会福祉法人青藍会

③
しらさぎ第２学級 特定非営利活動法人

やまぐちレーテ子育て Bambini
しらさぎ第３学級 社会福祉法人青藍会

おひさまクラブ３ シダックス大新東ヒューマンサー
ビス株式会社中国支店

徳地総合支所地域振興課　☎ 0835-52-1111
山口市柚野地域活性化センター 柚野地域振興協議会

③
山口市上村高齢者女性等活動
促進センター

上村高齢者女性等活動促進セ
ンター運営委員会

山口市伊賀地高齢者女性等活
動促進センター

伊賀地高齢者女性等活動促進
センター管理運営委員会

徳地総合支所農林課　☎ 0835-52-1115
山口市柚野農産加工販売所 山里農産加工販売所運営協議会 ②

費
控
除
に
つ
い
て
は
、
国
税
相
談
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
５
９
０
１
（
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
番
号
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。）　
ま
た
は
、
市
民
税
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
３
５

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の
治
療
費
助
成

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の
治
療
費
助
成

　
出
産
を
望
ま
れ
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す

不
育
症
の
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
▼
対
象
期
間　

令
和
６
年
４
月
〜

令
和
７
年
３
月
末
の
間
に
受
け
た
治
療

▼
対
象
と
な
る
治
療

①
一
般
不
妊
治
療

（
人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
を

除
く
医
療
保
険
の
適
用
と
な
る
不
妊
治

療
）、
②
人
工
授
精
（
医
療
保
険
適
用
）、

③
不
育
症
の
治
療
と
検
査
（
医
療
保
険
適

用
の
有
無
を
問
わ
な
い
）
▼
対
象　

市
内

に
住
所
を
有
す
る
法
律
上
の
夫
婦
で
、
前

年
の
所
得
額
の
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満

の
方

問問
申申

３
月
31
日
（
月
）（
郵
送
の
場

合
は
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
子
育
て
保
健

課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐
７
０
８
５
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
※
申
請
書
の
様
式
は
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
可
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。自

立
支
援
医
療
の
手
続
き
に
か
か

る
資
格
確
認
方
法
が
変
わ
り
ま
す

自
立
支
援
医
療
の
手
続
き
に
か
か

る
資
格
確
認
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

の
一
体
化
に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月
２
日

以
降
新
た
に
健
康
保
険
証
が
発
行
さ
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
施

行
に
伴
う
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
、

育
成
医
療
、
精
神
通
院
）
の
支
給
認
定
手

続
き
に
係
る
被
保
険
者
情
報
の
確
認
（
資

格
確
認
）
方
法
が
、
次
の
と
お
り
変
わ
り

ま
す
。
▼
健
康
保
険
証
の
原
本
が
あ
る
場
合

…
従
来
ど
お
り
健
康
保
険
証
の
原
本
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
▼
健
康
保
険
証
の
原
本

が
な
い
場
合
…
次
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
加
入
す
る
医
療
保
険
の
保
険

者
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
資
格
確
認
書
」、
加

入
す
る
医
療
保
険
の
保
険
者
か
ら
交
付
さ

れ
た
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
健
康
保
険
証
情
報
画
面
を
印

刷
し
た
も
の
▼
右
記
の
い
ず
れ
も
お
持
ち

で
な
い
場
合
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
使
用
し

て
情
報
照
会
を
行
い
ま
す
。
資
格
確
認
の

た
め
通
常
よ
り
も
お
手
続
き
に
お
時
間
を

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問問
申申

障
が
い
福

祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
４
、

０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
１
４
２
、

syougai@
city.yam

aguchi.lg.jp

山
口
ふ
れ
あ
い
館

温
泉
利
用
一
時
停
止

山
口
ふ
れ
あ
い
館

温
泉
利
用
一
時
停
止

　
浴
槽
ろ
過
装
置
の
更
新
に
伴
い
、
温
泉

利
用
を
一
時
停
止
し
ま
す
。
▼
場
所　

山

口
ふ
れ
あ
い
館
（
宮
野
上
１
２
２
２
）
▼

期
間　

1
月
8
日
（
水
）
〜
2
月
7
日
（
金
）
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の
展
示
問問

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
３

市
道
・
河
川
等
の
破
損
箇
所
の

情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
道
・
河
川
等
の
破
損
箇
所
の

情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
道
路
の
陥
没
・
段
差
」「
側

溝
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
ミ
ラ
ー

の
破
損
」
な
ど
、
市
道
の
異
常

を
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

通
報
で
き
ま
す
。
詳
細
は
右
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
山
口
市
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
…
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
登
録
す

る
と
、
簡
単
な
操
作
で
通
報

が
可
能
で
す
。
問問

道
路
管
理
課
☎
０
８
３

※
工
事
の
状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
問問

社
会
教
育
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
５

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら

の
緊
急
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
市
内
で
緊
急
情
報
伝

達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。
▼
日
時

2
月
12
日
（
水
）
11
時
ご
ろ
▼
伝
達
方

法

①
防
災
行
政
無
線
…
電
子
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
「
3
秒
吹
鳴
後
2
秒
休
み
×
4
回
」、

「
音
声
放
送
」
②
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
山

口
・
小
郡
・
秋
穂
・
阿
知
須
地
域
）
…
モ
ー

タ
ー
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
「
3
秒
吹
鳴
後
2

秒
休
み
×
4
回
」
③
市
防
災
メ
ー
ル
、
市

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）、山
口
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
掲
載
問問

防
災

危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
３

消
防
団
招
集
サ
イ
レ
ン
の

廃
止
に
向
け
た
検
証

消
防
団
招
集
サ
イ
レ
ン
の

廃
止
に
向
け
た
検
証

　
本
市
で
は
、
建
物
火
災

や
林
野
火
災
の
発
生
時

に
、
消
防
団
に
出
動
を
伝

え
る
手
段
と
し
て
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
て
い
ま
す
。
避
難
指
示
や

緊
急
地
震
速
報
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
へ

お
伝
え
す
る
サ
イ
レ
ン
の
意
味
を
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
ま
た
、
消
防
団

へ
の
連
絡
方
法
と
し
て
、
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
連
絡
体

制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
団
招
集

サ
イ
レ
ン
の
廃
止
に
向
け
た
検
証
を
行

い
ま
す
。
検
証
は
、
４
月
１
日
（
火
）

か
ら
開
始
し
、
同
日
よ
り
消
防
団
招
集

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
停
止
し
ま
す
。
な

お
、
火
災
（
災
害
）
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
①
テ
レ
ガ
イ
ド
☎
０
８
３
‐

９
２
５
‐
１
１
１
９
、
②
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（w

w
w
.119ym

g.jp/jian/jian.
htm
l

）、
③
市
防
災
メ
ー
ル
、
④
市
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
※
③
、
④
に
つ
い
て
は
左

の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
登
録
で

き
ま
す
。
問問

通
信
指
令
課
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐

２
６
０
３

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

　
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」、
１
月
15
日
か
ら
１
月
21
日
ま
で

は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。

期
間
中
、
防
災
に
関
連
し
た
展
示
を
行
い

ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
災

害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。【
防
災
展
示
】▼
期
間　

１
月
15
日（
水
）〜

21
日
（
火
）
▼
場
所　

山
口
総
合
支
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
▼
内
容　

防
災
グ
ッ
ズ
等

‐
９
３
４
‐
２
８
３
５

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

　
２
月
11
日
「
建
国
記
念
の
日
」
は
、「
建

国
を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
養
う
日
」

で
あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
奉
祝
大
会
を
行

い
ま
す
。
▼
期
日　

２
月
11
日（
火・祝
）【
日

の
丸
行
進
】
▼
時
間　

10
時
▼
場
所　

亀

山
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
（
中
河
原
73
‐

1
）
出
発
【
祝
賀
式
典
・
祝
い
餅
配
り
】

▼
時
間　

11
時
▼
場
所　

市
民
会
館
問問

山

口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
会
・
重
弘
さ
ん

０
９
０
‐
７
５
０
３
‐
７
１
９
６
、

m
aj

‐shigehiro@
ac.auone

‐

net.jp

「デコ活」とは、環境にやさしい商品・サービスを取り入れ
ることで、脱炭素はもちろん、快適で健康な生活の実現を目
指す新しい国民運動です。
「デコ活」をテーマとして応募いただいた川柳作品280点か
ら選ばれた秀作20点のうち、共感する川柳１点
を選んでご投票ください。川柳は右の二次元コー
ドからご覧いただけます。
投票された方から抽選で30人の方にプレゼントが当たります。
■投票期間
　1 月 31日（金・必着）まで
■投票資格
　市内在住・在勤・在学の方
■投票方法
　（Ａ・Ｂどちらか ※お一人様 1回限り）
　Ａ ウェブサイト…上記の二次元コード参照
　Ｂ ハガキ…下記の特設コーナーに設置して
　　いる 「投票ハガキ」で投票してください。
　　・地域の魅力発信・交流スペース コトサイト
　　　（山口井筒屋２階 ）
　　・コープこことどうもん店
■お問い合わせ
　環境政策課☎083-941-2181

いる 「投票ハガキ」で投票してください。
・地域の魅力発信・交流スペース コトサイト

▲③

▲④
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

募
集

文
化
財
専
門
員

(学
芸
員
)
募
集

文
化
財
専
門
員

(学
芸
員
)
募
集

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
〜
令
和

８
年
３
月
31
日
（
火
）
▼
雇
用
形
態　

会

計
年
度
任
用
職
員
▼
勤
務
時
間　

８
時
30

分
〜
17
時
15
分
（
休
憩
時
間
60
分
）
▼
勤

務
日　

４
週
に
つ
き
土
日
祝
日
を
含
む
16

日
勤
務
※
休
日
は
月
曜
（
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）
▼
勤
務
場
所　

山
口
市
歴
史

民
俗
資
料
館
（
春
日
町
５
‐
１
）
▼
勤
務

内
容　

文
化
財
資
料
の
調
査
・
収
集
・
整

理
・
保
存
業
務
、
展
示
・
文
化
財
講
座
の

企
画
・
運
営
業
務
等
▼
募
集
人
数　

１
人

▼
報
酬
等　

時
給
１
１
５
６
円
、
期
末
勤

勉
手
当
、
交
通
費
支
給
あ
り
※
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問問
申申

２
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
文

化
財
保
護
課
（
〒
７
５
３
‐
０
０
７
３
春

日
町
５
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐

４
１
１
１

す
こ
や
か
長
寿
対
策
審
議
会
等

委
員
の
募
集

す
こ
や
か
長
寿
対
策
審
議
会
等

委
員
の
募
集

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
る
中
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
審
議

会
等
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。（
会
議
録

と
委
員
名
簿
は
原
則
公
開
）
▼
任
期　

令

和
7
年
4
月
か
ら
令
和
10
年
3
月
ま
で

（
予
定
）
▼
応
募
資
格　

満
40
歳
以
上
で
、

年
5
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
市
民

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
の

公
務
員
は
除
く
）
▼
募
集
人
数　

２
人
▼

報
酬　

有

問問
申申

2
月
10
日
（
月
・
必
着
）

ま
で
に
、
応
募
の
動
機
と
「
高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
の
提
言
」
を
原
稿
用
紙
８
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
、
原
稿
用
紙
の
欄
外
に

〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
介
護
保
険
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
０
５

消
費
生
活
推
進
員
募
集

消
費
生
活
推
進
員
募
集

　

悪
質
商
法
、
う
そ
電
話
詐
欺
等
に
よ

る
消
費
者
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
啓
発

活
動
を
行
う
消
費
生
活
推
進
員
を
募
集

し
ま
す
。
▼
任
期　

4
月
1
日
（
火
）
か

ら
2
年
間
▼
活
動
内
容　

消
費
生
活
出

前
講
座
、
各
種
啓
発
活
動
等
へ
の
協
力
、

研
修
会
（
毎
月
第
１
水
曜
）
へ
の
参
加

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民
で
、
消
費
生

活
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
出
前
講
座
等

の
啓
発
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
▼

募
集
人
数　

20
人
程
度
（
書
類
選
考
お
よ

び
面
接
あ
り
）
▼
報
酬　

出
前
講
座
１
回

に
つ
き
２
０
０
０
円
程
度

問問
申申

２
月

21
日
（
金
）
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用

紙
で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
９
２
６
、
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
※
応
募
用
紙
は
、
各

申
し
込
み
窓
口
と
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

取
得
可
能

市
民
対
象
の
弁
護
士

無
料
法
律
相
談

市
民
対
象
の
弁
護
士

無
料
法
律
相
談

　

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程

度
で
す
。
相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等

が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
日

時　

1
月
29
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中

央
二
丁
目
５
‐
１
）
※
会
場
は
２
階
で

す
。
２
階
へ
の
移
動
が
困
難
な
場
合
は
、

予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
▼
対
象

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問問
申申

1
月

23
日
（
木
）
〜
28
日
（
火
）
に
、
市
民

相
談
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
８
６

市
民
農
園
を
開
設
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

市
民
農
園
を
開
設
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

市
民
農
園
を
開
設
・

運
営
し
、
農
業
の
魅
力

を
伝
え
る
農
家
の
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
開

設
時
に
は
、
看
板
設
置
等
に
係
る
費
用

な
ど
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
▼
対
象

市
内
在
住
で
、
市
内
に
農
地
を
お
持
ち

の
方

問問
申申

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
１
５

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｂ
Ｓ
放
送
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申申

３
月
11
日（
火
）

ま
で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー

市では、重要な計画等を策定する際に、市民の皆さん
からの意見を募集しています。
・提出された意見に対しては、市の考え方（個人情報
を除く）をウェブサイトで公表します。
・内容不明のものや匿名の意見には、市の考え方を示
しません。
・個々の意見に直接の回答は行いません。

意見提出はウェブサイトからが簡単！
フォームに入力するだけで提出できます。

「山口市コンパクト・プラス・ネットワークの
まちづくり計画」の見直し（案）

内容
山口市版立地適正化計画である「山口市コン
パクト・プラス・ネットワークのまちづくり
計画」の見直しに向け、意見を募集します。

担当課 都市計画課☎ 083-934-2839　　083-934-
2654     toshi@city.yamaguchi.lg.jp

■募集期間 1月 28日（火）～2 月 27日（木・必着）
■閲覧場所 1月28日 （火） ～ 各総合支所市政情報
コーナー、各地域交流センター（阿知須・徳地を除く）
および分館、各市立図書館、担当課、または市ウェブ
サイト
■意見提出 来所、郵送、FAX、Eメール等のいずれかで、
〒住所、氏名、タイトルに「山口市コンパクト・プラス・
ネットワークのまちづくり計画の見直し（案）への意見」
と明記の上、意見を、都市計画課まで

パブリックパブリック
コメントコメント
（意見募集）（意見募集）

市民の皆さんの意見を市民の皆さんの意見を
お聞かせくださいお聞かせください
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産
業

２
月
13
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
対
象

市
内
の
中
小
企
業
の
担
当
者
等

先
着
20
人
程
度
▼
講
師

久
富
康
生
氏

（
外
国
人
技
能
実
習
機
構
広
島
事
務
所
）、

中
野
祥
子
氏
（
山
口
大
学
教
育
・
学
生
支

援
機
構
）

問問
申申

下
の
二
次
元

コ
ー
ド
で
、
ふ
る
さ
と
産
業

振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
４
５

令
和
６
年
度
や
ま
ぐ
ち
働
き
方

改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
６
年
度
や
ま
ぐ
ち
働
き
方

改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
日
時　

2
月
14
日
（
金
）
13
時
30
分
〜

16
時
（
12
時
30
分
開
場
）
▼
場
所　

か
め

福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
２
階
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

（
湯
田
温
泉
四
丁
目
５
‐
２
）
▼
内
容　

働

き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
た
県
や
県
内
企

業
の
取
り
組
み
の
発
表
や
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
知
事
と
ゲ
ス
ト

の
藤
本
美
貴
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
▼
対
象

県
内
企
業
に
お

勤
め
の
方
、
県
内
在
住
の
方
５
０
０
人

問問
申申

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
、

や
ま
ぐ
ち
働
き
方
改
革
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐

２
０
５
０

潜
在
保
育
士
応
援
講
座

潜
在
保
育
士
応
援
講
座

▼
日
時　

１
月
20
日
（
月
）
10
時
〜
11
時

30
分
▼
内
容　

保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い

る
が
保
育
士
と
し
て
働
い
た
こ
と
が
な

い
、
以
前
は
保
育
士
で
働
い
て
い
た
が
現

在
は
働
い
て
い
な
い
、
と
い
う
方
を
対
象

と
し
た
講
座
で
す
。
保
育
士
の
働
き
方
や

ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
問問

放

送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
２
８
‐
２
５
０
１

予
備
自
衛
官
補
募
集

予
備
自
衛
官
補
募
集

▼
受
付
期
間　

1
月
下
旬
か
ら
4
月
上
旬

ま
で
▼
受
験
資
格　

一
般
公
募
…
令
和
7

年
7
月
1
日
時
点
で
18
歳
以
上
52
歳
未

満
の
方
、
技
能
公
募
…
令
和
7
年
7
月

1
日
時
点
で
18
歳
以
上
で
、
国
家
免
許

資
格
等
を
保
有
す
る
方
（
国
家
免
許
資

格
等
に
は
指
定
あ
り
）
▼
試
験
日　

4
月

中
旬
予
定
▼
試
験
会
場

受
け
付
け
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問問
申申

下

の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
自

衛
隊
山
口
募
集
案
内
所
（
中

央
4
‐
4
‐
12
）
☎
０
８
３
‐
９
２
５
‐

８
２
３
１

ふ
る
さ
と
山
口
企
業
合
同
就
職

フ
ェ
ア

ふ
る
さ
と
山
口
企
業
合
同
就
職

フ
ェ
ア

▼
日
時　

1
月
27
日
（
月
）

①
10
時
〜
12
時
30
分
、
②

13
時
30
分
〜
16
時
▼
場
所

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
小
郡
黄
金
町
1
‐
1
）
▼
内
容　

参
加

企
業
の
採
用
担
当
者
と
学
生
や
求
職
中

の
方
と
の
面
談
▼
対
象

令
和
7
年
3
月

に
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等

の
卒
業
予
定
者
や
求
職
中
の
方
と
そ
の

保
護
者
▼
参
加
企
業
数　

①
②
そ
れ
ぞ

れ
70
社
程
度
（
参
加
企
業
入
替
制
）
※

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問問

山
口
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

１
１
４
５

デ
ジ
タ
ル
×
人
手
不
足
解
消

セ
ミ
ナ
ー

デ
ジ
タ
ル
×
人
手
不
足
解
消

セ
ミ
ナ
ー

　
人
手
不
足
が
加
速
す
る
昨
今
、
人
材
採

用
・
確
保
は
急
務
の
課
題
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
動
向
と
乗
り
切

る
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時

1
月
23
日
（
木
）　
18
時
30
分
〜
20
時
▼

場
所　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
1
階
メ
グ

リ
バ
（
小
郡
令
和
一
丁
目
1
‐
1
）
▼
内

容　

Ａ
Ｉ
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
発
信
の

あ
り
方
・
求
職
者
に
響
く
情
報
発
信
の
ポ

イ
ン
ト
・
具
体
的
な
求
人
対
策
の
流
れ
・

求
人
対
策
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ

タ
ル
の
融
合
▼
定
員　

会
場
15
人
、
オ
ン

ラ
イ
ン
30
人
▼
講
師　

村
田
良
輔
氏
（
株

式
会
社
ス
ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役
）、
原

田
彬
氏
（
あ
き
ら
採
用
支
援
・
労
務
管
理

事
務
所
代
表
）

問問
申申

下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
山
口
商

工
会
議
所
広
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐

０
０
７
５

外
国
人
雇
用
に
関
す
る

企
業
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

外
国
人
雇
用
に
関
す
る

企
業
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

外
国
人
材
受
け
入
れ
の
現
状
や
課
題
、

技
能
実
習
制
度
の
概
要
等
に
関
す
る
講

義
で
、
外
国
人
材
受
け
入
れ
の
基
礎
知
識

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
ま
す
。
▼
日
時

就
職
へ
の
不
安
や
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
▼
対
象　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の

方
（
保
母
資
格
も
可
）
▼
託
児　

な
し
（
お

子
様
の
同
伴
可
）

問問
申申
所所

や
ま
ぐ
ち
子

育
て
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旭
通
り
一
丁

目
６
‐
19
山
口
保
育
園
２
階
）
☎
０
８
３
‐

９
２
２
‐
０
８
５
５

介
護
の
入
門
的
研
修

介
護
の
入
門
的
研
修

▼
期
日　

①
１
月
18
日
（
土
）、
②
１
月
19

日
（
日
）、
③
２
月
８
日
（
土
）、
④
２
月

11
日
（
火
・
祝
）、
⑤
２
月
16
日
（
日
）

▼
場
所　

県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
研
修
室
お

よ
び
社
会
福
祉
研
修
室
（
秋
穂
二
島

１
０
６
２
）
▼
対
象　

市
内
の
介
護
保
険

事
務
所
で
介
護
職
と
し
て
働
き

た
い
方
15
人

問問
申申

下
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
電
話
で
、
山

口
市
潜
在
介
護
人
材
業
務
運
営
事
務
局
学

校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

８
３
５
５

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

3
月
期
受
講
生
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

3
月
期
受
講
生
募
集

　

転
職
・
再
就
職
を
お
考
え
の
あ
な
た

へ
。
就
活
サ
ポ
ー
ト
充
実
の
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
山
口
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
就

職
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
▼
募
集
科　

Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科
、
金
属
加
工
科
、

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科
▼
受
講
期

間

3
月
4
日
（
火
）
〜
８
月
28
日
（
木
）

▼
対
象

求
職
さ
れ
て
い
る
方
、
お
よ
び

そ
の
予
定
の
あ
る
方
▼
入
所
選
考
日

2
月
15
日
（
土
）
▼
料
金　

無
料
（
テ
キ
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講
座

ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

問問
申申
所所

2
月

7
日（
金
）ま
で
に
、ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

山
口
（
矢
原
１
２
８
４
‐
１
）
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
１
４
３

※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。

令
和
７
年
度
大
内
文
化
特
定
地
域

活
性
化
事
業
補
助
金

令
和
７
年
度
大
内
文
化
特
定
地
域

活
性
化
事
業
補
助
金

　
大
内
氏
に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
文
化
財
な

ど
が
多
く
残
る
大
殿
地
域
を
中
心
と
し
た

「
大
内
文
化
特
定
地
域
」
で
、
歴
史
資
源
等

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
事
業
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
〜
令
和

８
年
３
月
31
日
（
火
）
▼
対
象　

市
内
を

拠
点
に
活
動
す
る
民
間
団
体
・
個
人

問問
申申

２
月
14
日
（
金
）
〜
28
日
（
金
）
に
、

来
所
ま
た
は
郵
送
で
、
所
定
の
様
式
に
よ

り
、
文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

４
１
５
５
※
要
綱
は
２
月
28

日
（
金
）
ま
で
同
課
で
配
布

の
ほ
か
、
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
で
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手
可
。

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
県
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

（
令
和
6
年
12
月
15
日
発
効
）。
な
お
、
県

最
低
賃
金
は
９
７
９
円
で
す
（
令
和
6
年

10
月
1
日
発
効
）。
問問

山
口
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
☎
０
８
３
‐
９
９
５
‐

０
３
７
２

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
症
状
を
疑
似
体
験
し
、
本
人
視

点
に
立
つ
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

認
知
症
の
あ
る
方
と
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時　

2
月

7
日
（
金
）
①
９
時
30
分
〜
12
時
（
９
時
15

分
か
ら
受
け
付
け
）、
②
13
時
30
分
〜
16
時

（
13
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
▼
場
所　

県
総

合
保
健
会
館
（
吉
敷
上
東
三
丁
目
１
‐
１
）

▼
内
容　

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル・リ
ア
リ
テ
ィ

／
仮
想
現
実
）
に
よ
る
認
知
症
体
験
、
認
知

症
カ
フ
ェ
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
参

加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
）
に
つ

い
て
▼
定
員　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
済
み
の
方
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
・

バ
ッ
ジ
を
お
持
ち
の
方
）
各
回
先
着
30
人

▼
持
参
品　

筆
記
用
具

問問
申申

下
の
二
次
元

コ
ー
ド
、
ま
た
は
電
話
で
、
高

齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
８

図
書
館
歴
史
講
座

図
書
館
歴
史
講
座

　
湯
田
、
大
殿
地
域
の
身
近
な
歴
史
を
学
ぶ

講
座
で
す
。
▼
日
時　

①
１
月
26
日
（
日
）

10
時
30
分
〜
12
時
、
②
２
月
２
日
（
日
）
10

時
30
分
〜
12
時
▼
場
所　

山
口
情
報
芸
術
セ

ン
タ
ー
２
階
ス
タ
ジ
オ
Ｃ
▼
内
容　

①
湯
田

地
域
の
史
跡
と
歴
史
〜
井
上
家
や
草
刈
家
を

中
心
に
〜
、
②
大
殿
地
域
の
史
跡
と
歴
史
〜

幕
末
維
新
期
の
萬
代
家
と
そ
の
周
辺
を
中
心

に
〜
▼
定
員　

各
回
先
着
１
０
０
人
▼
講
師

①
西
田
智
洋
氏
（
宇
部
日
報
社
記
者
）、
②

立
石
智
章
氏
（
十
朋
亭
維
新
館
学
芸
員
）

問問
申申

中
央
図
書
館
☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐

１
０
４
０
、

info@
lib-yam

a.jp

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ぽ
ぽ
ら
講
座

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ぽ
ぽ
ら
講
座

【
①
ワ
ニ
ブ
タ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ　

あ
そ
ん
で
る

ば
あ
い
で
す
！
】
▼
日
時　

2
月
9
日
（
日
）

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
▼
内
容　
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
31
条
」を
う
た
っ
て
、描
い
て
、

感
じ
て
、
楽
し
く
知
ろ
う
！
音お
ん
が描
く
ユ
ニ
ッ

ト″
バ
ヤ
ン
♪
ボ
ヨ
ン
〞
の
ガ
ム
ラ
ン
音
楽

と
お
絵
描
き
の
コ
ン
サ
ー
ト
！
▼
対
象

幼
児
〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
35
組
程
度

▼
料
金　

全
席
自
由
…
親
子
ペ
ア
１
５
０
０

円
（
ワ
ニ
ブ
タ
カ
レ
ン
ダ
ー
付
き
）、
大
人

７
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円
※
3
歳

以
上
有
料
【
②
そ
れ
っ
て
本
当
に
あ
た
り
ま

え
⁈
ー
子
ど
も
の
権
利
条
約
か
ら
学
ぶ
ー
ア
ン

リサイクルプラザ

　　　2月のアイデア講座

講座名 期日

布ぞうり 1、８、15、22
（いずれも土曜）

布の花（コサージュ） 4（火）

つまみ細工（玉バラのフレーム）4（火）、18（火）

たのしい縫い物（さげもん、うさぎ）4（火）、18（火）

さき織り（はさみケース）※1 6（木）

モチーフ編み（3Dミニマフラー）7（金）、21（金）
かんたんリフォーム
（刺繡の手さげ袋） 7（金）、21（金）、28（金）

やさしい絵てがみ
（飾れるおひな様） 8（土）

モラ（ハートの花束の額） 18（火）
卓上織り ・ボード織り（ティー
マットまたはコースター） 19（水）、26（水）

※ 1…１月から継続受講

※ 講座の詳細は、右の二次元コードからご確認くださ
い。フリーマーケットやおもちゃの病院の情報も発
信しています。

問問 やまぐちエコ倶楽部（大内御堀10489-8）
☎083-927-7122  ●時間10時 ～12時 ●料金  無料

業種 時間額

鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製
業、非鉄金属・同合金圧延業、
非鉄金属素形材製造業

1,116 円

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

1,032 円

輸送用機械器具製造業 1,088 円

百貨店、総合スーパーマーケット 1,000 円
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イ
ベ
ン
ト

設
工
業
株
式
会
社
建
築
事
業
部
課
長
代

理
）

問問
申申

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

（
社
会
教
育
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
５

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
会

▼
日
時　

1
月
25
日
、
2
月
８
日
、
22
日
、

３
月
８
日
、
22
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
）
10

時
〜
12
時
▼
場
所　

阿
知
須
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
▼
定
員　

先
着
20
人
▼
講
師　

山
本

陸
記
氏
（
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
公
認
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
料
金　

５
０
０
円
／
回
※
ポ
ー
ル
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。

問問
申申

各
開
催
日
の
2
日
前
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
阿
知
須
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐

２
０
２
２
、

ajisu@
city.yam

aguchi.
lg.jp

フ
ッ
ト
パ
ス
で
名
田
島
を
散
策

フ
ッ
ト
パ
ス
で
名
田
島
を
散
策

　
フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、
地
域
の
あ
り
の
ま
ま

の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
の
で
き

る
小
道
の
こ
と
で
す
。
▼
日
時　

３
月
２
日

（
日
）
９
時
〜
12
時
▼
場
所　

名
田
島
高
齢
者

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
や
か
た
（
名

田
島
１
５
２
９
）
集
合
▼
内
容　

名
田
島
地

域
の
田
園
風
景
や
家
並
み
を
ゆ
っ
く
り
楽
し

み
な
が
ら
、
約
６
㎞
の
フ
ッ
ト
パ
ス
向
山

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。（
雨
天
中
止
）
▼
定

員　

先
着
25
人
▼
料
金　

５
０
０
円

問問
申申

２

コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
っ
て
な
に
？
】
▼
日
時

2
月
9
日
（
日
）
16
時
〜
18
時
▼
内
容　

ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
の
存
在
が
日
常
の

中
に
あ
る
こ
と
に「
気
づ
き
」「
知
っ
て
」「
対

処
す
る
」。
▼
対
象　

高
校
生
以
上
先
着
40
人

▼
講
師

大
屋
寿
朗
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど

も
と
文
化
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ａ
ｒ
ｔ
．
31
代
表
）

▼
託
児

1
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、
要
申

し
込
み
（
1
人
目
７
０
０
円
、
2
人
目
か
ら

５
０
０
円
）
◆
い
ず
れ
も

▼
場
所　

Ｃ
・
Ｓ

赤
れ
ん
が
（
中
河
原
町
5
‐
12
）

問問
申申

左

の
二
次
元
コ
ー

ド
、
ま
た
は
電

話
で
、
こ
ど
も

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
山
口
☎
０
８
３
‐
９
２
５
‐

１
４
８
６

ひ
き
こ
も
り
一
般
公
開
講
座

ひ
き
こ
も
り
一
般
公
開
講
座

【
山
口
市
の
不
登
校
へ
の
取
組
に
つ
い
て
〜

子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に
学
校
・
地
域
・
家

庭
が
つ
な
が
ろ
う
〜
】
不
登
校
状
態
に
あ
る

方
や
そ
の
ご
家
族
、
支
援
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
方
、
不
登
校
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
た
い
方
等
を
対
象
と
し
た
講
座
で

す
。
▼
日
時

２
月
６
日
（
木
）
10
時
〜
11

時
30
分
▼
場
所  

県
総
合
保
健
会
館
1
階

健
康
指
導
室
▼
講
師　

吉
村
雅
子
氏
（
学

校
教
育
課
児
童
生
徒
安
心
支
援
室
）　

問問
申申

１
月
31
日（
金
）ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐

０
５
４
３
、

０
８
３
‐
９
２
４
‐

１
３
９
８

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
教
室

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
教
室

【
①
個
人
講
習
】
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
関
す
る
こ
と
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導

し
ま
す
。
▼
日
時　

1
月
24
日
、
2
月
7
日
、

21
日
、
３
月
7
日
、
21
日
（
い
ず
れ
も
金
曜
）

10
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
14
時
30
分
▼

場
所　

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路

89
‐
１
）【
②
訪
問
講
習
】
講
師
が
ご
希
望
の

日
時
に
自
宅
へ
訪
問
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

指
導
し
ま
す
。【
③
小
郡
Ｐ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ス
】

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
こ

と
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。
▼
日

時　

1
月
22
日
、
2
月
5
日
、
26
日
、
3
月

5
日
、
26
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
）
10
時
〜
11

時
30
分
、
13
時
〜
14
時
30
分
▼
場
所　

小
郡

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
小
郡
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
▼
料
金　

①
〜
③
各
１
８
０
０
円

▼
持
参
品　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
出
可
、
別
途

２
０
０
円
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問問
申申

①

②
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
３
９
６
、
③
山
口
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
小
郡
☎
０
８
３
‐

９
７
６
‐
１
１
７
０

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
公
開
講
座

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
公
開
講
座

【
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
の
修
復
作
業
に
携

わ
っ
て
】
▼
日
時　

1
月
25
日
（
土
）10
時
〜

11
時
30
分
▼
場
所　

湯
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
▼
内
容　

70
年
ぶ
り
の
大
改
修
で
一

般
の
建
築
物
と
違
っ
た
工
法
を
取
る
難
し

さ
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
▼
定
員

先

着
50
人
▼
講
師

渡
辺
敦
之
氏
（
協
和
建

月
18
日
（
火
）
ま
で
に
、来
所
、電
話
、郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
名
田
島
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐
６
７
２
０
、

natajim
a@
city.yam

aguchi.lg.jp

※

複
数
人
で
の
参
加
の
場
合
は
、
ま
と
め
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
上
限
５
人
）。

中
原
中
也
記
念
館
無
料
開
館

中
原
中
也
記
念
館
無
料
開
館

2
月
18
日
（
火
）
は
中
原
中
也
記
念
館

の
31
年
目
の
開
館
記
念
日
で
、
入
館
が
無

料
で
す
。

問問
所所

中
原
中
也
記
念
館
（
湯

田
温
泉
一
丁
目
11
‐
21
）
☎
０
８
３
‐

９
３
２
‐
６
４
３
０

第
２
回
や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能

フ
ェ
ス

in

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ

第
２
回
や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能

フ
ェ
ス

in

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ

▼
日
時　

２
月
８
日
（
土
）
11
時
〜
15
時
30

分
（
10
時
30
分
開
場
）
▼
場
所　

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
ス
タ
ジ
オ
Ｂ

／
ホ
ワ
イ
エ
▼
内
容　

市
内
伝
統
芸
能
団
体

お
よ
び
山
口
・
佐
渡
・
佐
賀
の
全
国
３
カ
所

に
し
か
残
っ
て
い
な
い
鷺
流
狂
言
が
一
堂
に

会
す
る
特
別
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

他
、
大
内
塗
漆
器
振
興
協
同
組
合
、
ア
ト

リ
エ
ひ
わ
だ
や
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
予
定
（
一
部

当
日
受
付
先
着
順
）。※
詳
細
は
、

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
出
演
予
定

山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
、
佐
渡
鷺
流
狂
言
研

究
会
（
新
潟
県
）、
高
志
狂
言
保
存
会
（
佐

賀
県
）、
徳
地
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
、
岩
戸

の
舞
保
存
会
、
土
居
神
楽
舞
保
存
会
問問

文

化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
１
５
５

▲①

▲②
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米国アカデミー賞公認・アジア最大級の国際短編映
画祭「ショートショート フィルムフェスティバル ＆ 
アジア」（SSFF & ASIA）と連携し、地方では劇場で
観る機会の少ない世界の短編映画を上映。第３回目
となる今回は、無声映画に合わせてセリフや背景を
説明する活動弁士付きの短編映画も加わり、最新作
から名作まで堪能できる5日間。出演する弁士は山
口県出身の山

やましろ

城英
ひでゆき

之、女性の細やかな表現に定評の
ある山

やまうち

内菜
な な こ

々子、そして最年少弁士・尾
お だ

田直
たかとら

彪の 3
人が登場！

ショートフィルム フェスティバル in YCAM

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222

新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞

ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
展

新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞

ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
展

▼
日
時　

2
月
1
日
（
土
）
〜
9
日
（
日
）

10
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）
▼
場

所　

Ｃ
・
Ｓ
赤
れ
ん
が
（
中
河
原
町
５
‐

12
）
▼
内
容　

第
13
回
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
大
賞
の
最
終
選
考
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】
第
12
回
や
ま

ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
受
賞
者
の

コ
サ
カ
ダ
イ
キ
さ
ん
か
ら
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
仕
事
に
つ
い
て
の
解
説
、
体
験
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▼
日
時　

2
月
8
日

（
土
）
14
時
〜
16
時
▼
場
所　

Ｃ
・
Ｓ
赤
れ

ん
が
▼
定
員　

15
人
程
度
▼
持
参
品　

筆
記

用
具

問問
申申

１
月
10
日
（
金
）
か
ら
、氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
連
絡
先
を
文
化
交
流
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
第
12
回
山
口
市
景
観
賞
景
観
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
応
募
作
品
を
展
示
し
、
受
賞
作
品
選

定
の
参
考
と
す
る
た
め
の
市
民
投
票
も
併
せ

て
行
い
ま
す
。
▼
期
間　

1
月
28
日
（
火
）
〜

2
月
14
日
（
金
）
▼
場
所　

山
口
・
小
郡
・

阿
知
須・徳
地
の
各
総
合
支
所
お
よ
び
秋
穂・

阿
東
の
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
問問

都
市
計

画
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
３
１
※
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
お
い

て
も
応
募
作
品
の
閲
覧
・
投
票

が
可
能
で
す
。
詳
細
は
、
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

氷
上
山
興
隆
寺
展　

大
内
文
化
隆
盛
の
記
憶

氷
上
山
興
隆
寺
展　

大
内
文
化
隆
盛
の
記
憶

　
興
隆
寺
に
伝
わ
る
大
内
氏
の
史
料
や
宝
物

か
ら
、
そ
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
▼
日
時

1
月
7
日
（
火
）
〜
3
月
16
日
（
日
）
9

時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）
▼
休

館
日　

月
曜
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
、

翌
平
日
休
館
）
▼
入
館
料
１
１
０
円
、
18
歳

以
下
・
70
歳
以
上
の
方
、
障
が
い
が
あ
る
方

お
よ
び
同
行
の
介
助
者
は
無
料【
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
】
▼
日
時　

1
月
19
日
（
日
）、
2
月

16
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時
▼
料
金

無

料
（
要
入
館
料
）

問問
申申
所所

歴
史
民
俗
資
料

館
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
０
０
１
、

yrekim
in@
c

‐able.ne.jp

企
画
展

「萬
代
家
の
器
う
つ
わ

」

企
画
展

「萬
代
家
の
器
う
つ
わ

」

　
江
戸
時
代
か
ら
山
口
の
町
で
醤
油
醸
造

業
を
営
ん
で
き
た
萬
代
家
に
伝
わ
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
「
器
」
を
紹
介
し
ま
す
。
▼
期

間　

３
月
31
日
（
月
）
ま
で

問問
申申
所所

十

朋
亭
維
新
館
（
下
竪
小
路
１
１
２
）
☎

０
８
３
‐
９
０
２
‐
１
６
８
８

鋳
銭
司
郷
土
館
歴
史
講
座

「大
村
益
次
郎
」
講
演
会

鋳
銭
司
郷
土
館
歴
史
講
座

「大
村
益
次
郎
」
講
演
会

　

幕
末
維
新
の
先
覚
者
「
大
村
益
次
郎
」

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。
①
第
1
回「
余

話
で
た
ど
る
生
涯（
前
編
）、②
第
2
回「
余

話
で
た
ど
る
生
涯
（
後
編
）
▼
日
時　

①

２
月
２
日
（
日
）、
②
２
月
16
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時
▼
定
員　

各
日
先
着
30

人
▼
講
師　

藤
村
成
生
氏
（
郷
土
史
家
）

問問
申申
所所

１
月
12
日
（
日
）
か
ら
、
鋳
銭
司

郷
土
館
☎
０
８
３
‐
９
８
６
‐
２
３
６
８

周す
お
う
の
じ
ゅ
せ
ん
し

防
鋳
銭
司
の
古
代
体
験

周す
お
う
の
じ
ゅ
せ
ん
し

防
鋳
銭
司
の
古
代
体
験

▼
日
時　

２
月
９
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

▼
場
所　

鋳
銭
司
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼

内
容　

史
跡
周
防
鋳
銭
司
跡
か
ら
出
土
し

た
古
代
の
独こ

ま楽
と
木
簡
を
も
と
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
独
楽
と
木
簡
を
つ
く
り
、
周
防

鋳
銭
司
の
歴
史
に
触
れ
る
体
験
を
行
い
ま

す
。
▼
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
先
着
20

人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
▼
持
参
品

軍
手

問問
申申

１
月
15
日
（
水
）
か
ら
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
鋳
銭
司
郷
土
館
☎

０
８
３
‐
９
８
６
‐
２
３
６
８

仏
像
に
ま
な
ぶ
-
正
護
寺
の

釈
迦
三
尊
像
を
中
心
に
-

仏
像
に
ま
な
ぶ
-
正
護
寺
の

釈
迦
三
尊
像
を
中
心
に
-

　
令
和
５
年
１
月
11
日
に
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
た
、
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
お
よ
び

両
脇
侍
像
に
つ
い
て
の
講
演
会
と
仏
像
現

地
解
説
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時　

２
月

15
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
▼
場
所

陶
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
正
護
寺
（
陶

３
９
０
７
）
▼
講
師　

末
吉
武
史
氏
（
県

立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
）
▼
定
員

先
着
80
人

問問
申申

陶
連
合
自
治
会
事
務
局

☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐
８
６
８
０

青
少
年
育
成
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

青
少
年
育
成
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
時　

２
月
１
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

2月 7日（金）～11日（火・祝）
山口情報芸術センタースタジオC
前売　一般1,000円／any会員・25歳以下・65歳
以上・障がい者（介助者1人）800円 /当日券あり
※活弁付プログラムはプラス500円
詳細はYCAMのウェブサイトでご確認ください。

場所場所

料金料金

期間期間

山城英之 尾田直彪山内菜々子
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内
容　

心
身
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
学

び
ま
す
。
▼
講
師　

徳
本
喜
美
恵
氏
▼
料

金　

５
５
０
０
円
（
5
回
分
）
▼
定
員　

先

着
20
人

問問
申申
所所

開
催
日
の
1
週
間
前
ま

で
に
、
来
所
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
い
ず
れ
か

で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

講
座
名
、
職
業
の
有
無
、
託
児
の
有
無
（
生

後
6
カ
月
以
上
1
講
座
に
つ
き
４
０
０
円
）

を
記
入
の
上
、働
く
婦
人
の
家
（
〒
７
５
３

‐
０
０
５
６
湯
田
温
泉
五
丁
目
1
‐
1
）
☎

０
８
３
‐
９
２
１
‐
１
９
２
９

初
め
て
の
方
の

椎
茸
原
木
菌
打
ち
体
験

初
め
て
の
方
の

椎
茸
原
木
菌
打
ち
体
験

▼
日
時　

2
月
27
日
（
木
）
9
時
30
分
〜

12
時
▼
場
所　

山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
▼
内
容　

椎
茸
栽
培
の
基
本
知
識
を

学
び
、
菌
打
ち
作
業
を
体
験
し
ま
す
（
原

木
を
１
本
差
し
上
げ
ま
す
。）。
▼
定
員

抽
選
30
人
▼
講
師  

松
原
近
志
氏
（
山
口

県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
組
合
長
）
▼
料
金

５
０
０
円

問問
申申

１
月
27
日
（
月
・
必
着
）

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ
き
１
名
）

に
〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
〒
７
５
３
‐
０
２
１
１
大
内
長
野

１
９
７
８
）
☎
０
８
３
‐
９
２
７
‐

２
０
３
９

第
53
回
全
日
本
実
業
団

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
53
回
全
日
本
実
業
団

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
日
時　

２
月
９
日
（
日
）
９
時
55
分
ス

タ
ー
ト
▼
場
所　

維
新
み
ら
い
ふ
ス
タ
ジ

16
時
▼
場
所　

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
▼

内
容

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
ふ
し
の
岩
戸
太
鼓
保
存
会
）、
②
優
良
少

年
補
導
委
員
表
彰
伝
達
式
、
③
講
演
「
令

和
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
と
地
域
社
会
の

役
割
」、
④
事
例
発
表
（
大
内
地
区
青
少

年
健
全
育
成
協
議
会
、
仁
保
地
区
青
少
年

健
全
育
成
協
議
会
）
▼
定
員　

先
着

２
０
０
人
▼
講
師　

加
登
田
惠
子
氏
（
山

口
県
立
大
学
名
誉
教
授
）
問問

社
会
教
育
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
５

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
「
買
い
出
し
」「
調
理
」「
食
事
」「
片
付
け
」

ま
で
の
各
過
程
に
お
け
る
省
資
源
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
方
法
（
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
）

に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
実
際
に
調
理
し

た
後
、
楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
▼

日
時　

２
月
２
日
（
日
）　
10
時
〜
13
時
▼

場
所　

山
口
合
同
ガ
ス
株
式
会
社
ひ
ま
わ
り

館
（
大
内
千
坊
四
丁
目
７
‐
１
）
▼
対
象

市
内
小
学
生
先
着
20
人
（
お
子
様
の
み
の

参
加
）
▼
講
師　

山
口
消
費
生
活
研
究
会

▼
注
意
事
項　

本
教
室
で
は
牛
肉
、小
麦
粉
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

問問
申申

１
月
24
日（
金
）ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
温

暖
化
と
め
る
っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ま
ぐ
ち
事
務
局
（
環
境
政
策
課

内
）
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
８
１

ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー

体
験
講
座

ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー

体
験
講
座

【
そ
ば
打
ち
体
験
】　
打
っ
た
そ
ば
３
人
前

（
そ
ば
つ
ゆ
付
き
）
を
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
す
。
▼
日
時　

①
２
月
23
日
（
日
）、

②
３
月
22
日
（
土
）
い
ず
れ
も
13
時
〜
15

時
30
分
▼
対
象　

中
学
生
以
上
各
回
抽
選

12
人
▼
料
金　

１
２
０
０
円

問問
申申
所所

①

１
月
20
日（
月
）、②
２
月
15
日（
土
）か
ら
、

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
（
下

竪
小
路
12
）
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐

３
３
３
３

歌
声
広
場
コ
ン
サ
ー
ト

歌
声
広
場
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　

2
月
11
日
（
火
・
祝
）　
14
時
〜

16
時
▼
内
容　

１
９
７
０
年
〜
75
年
頃
の

昭
和
歌
謡
を
生
演
奏
で
一
緒
に
歌
い
ま
せ

ん
か
。
▼
定
員　

60
人
（
未
就
学
児
入
場

不
可
）
▼
出
演　

歌
・
頼
田
悠
李
氏
、
ギ

タ
ー
・
室
崎
和
之
氏
、Hiro

‐Ken

氏
、

ピ
ア
ノ
・
山
本
達
八
氏
、
佐
々
木
澄
子
氏
、

サ
ッ
ク
ス
・
渡
辺
悟
氏
▼
料
金　

２
０
０
０

円

問問
申申
所所

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
山
口
（
湯

田
温
泉
五
丁
目
５
‐
22
）
☎
０
８
３
‐

９
３
３
‐
０
０
０
１　

働
く
婦
人
の
家
講
座

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
初
め
て
の
人
の
た
め
の
ク
ッ
キ
ン
グ
】
▼
日

時

1
月
25
日
、
2
月
8
日
、
3
月
8
日

（
い
ず
れ
も
土
曜
）
10
時
〜
12
時
30
分
▼

内
容　

行
事
食
や
郷
土
料
理
、
簡
単
中
華

や
韓
国
料
理
、
お
祝
い
、
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
等
の
料
理
▼
講
師　

上
杉
照
子
氏

（
栄
養
士
）
▼
料
金　

５
７
０
０
円
（
3
回

分
）【
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
】
▼
日
時　

1

月
24
日
、
2
月
14
日
、
28
日
、
3
月
14
日
、

28
日
（
い
ず
れ
も
金
曜
）
11
時
〜
12
時
▼

ア
ム
（
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場
）

ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
※
当
日
は
、

市
道
木
﨑
佐
畑
線
、
国
道
９
号
、
パ
ー
ク

ロ
ー
ド
、
県
道
山
口
防
府
線
、
県
道
宮
野

大
歳
線
で
選
手
通
過
前
後
に
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問問

山
口
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
☎
０
８
３
‐

９
２
０
‐
６
１
２
５

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
日
時　

２
月
16
日
（
日
）
９
時
45
分
▼

場
所　

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
▼
種
別

①
男
子
の
部
、
②
女
子
の
部
、
③
混
合
の

部
、
④
山
口
２
部
（
初
級
者
）
▼
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
４
人
以
上

で
編
成
し
た
チ
ー
ム
▼
料
金

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円

問問
申申

２
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
、
山
口
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
・
藤

村
さ
ん
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐
７
５
５
０
、

yam
aguchi.city.indiaca@

gm
ail.

com

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン

ス
キ
ー
教
室

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン

ス
キ
ー
教
室

▼
日
時　

1
月
26
日
（
日
）

10
時
〜
12
時
▼
場
所　

十

種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場
▼
内
容

初
心
者
、
初
級
者
を
対
象

と
し
た
ス
キ
ー
教
室
▼
対
象　

市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
問問

山
口
市
ス
キ
ー

連
盟
・
池
田
さ
ん

０
７
０
‐
５
４
２
９
‐

６
２
８
６
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阿
知
須
の
ひ
な
も
ん
ま
つ
り

阿
知
須
の
ひ
な
も
ん
ま
つ
り

　
色
鮮
や
か
な
古
布
で
作
ら
れ
る
、
阿
知

須
の″
ひ
な
も
ん
〞。
情
緒
あ
る
、
い
ぐ
ら

造
り
の
町
並
み
と
阿
知
須
商
店
街
に
、
ひ

な
も
ん
や
手
作
り
小
物
な
ど
の
作
品
が
色

と
り
ど
り
に
飾
ら
れ
ま
す
。
▼
日
時　

２
月

７
日
（
金
）
〜
11
日
（
火
・
祝
）
９
時
30

分
〜
15
時
30
分
※
雨
天
決
行
▼
場
所　

阿

知
須
商
店
街
、
い
ぐ
ら
造
り
の
町
並
み
周

辺
、
山
口
県
央
商
工
会
阿
知
須
支
所
周
辺

（
約
30
カ
所
）
問問

阿
知
須
の
ひ
な
も
ん
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
山
口
県
央
商
工
会
阿
知

須
支
所
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
２
１
２
９

山
口
市
川
柳
大
会

山
口
市
川
柳
大
会

▼
日
時　

２
月
23
日
（
日
）（
10
時
か
ら
受

け
付
け
開
始
、
11
時
投
句
締
切
）
▼
場
所

大
殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
応
募
作
品

７
課
題
「
セ
ー
フ
」、「
稼
ぐ
」、「
い
ざ
」、「
激

し
い
」、「
ヒ
ン
ト
」、「
問
う
」、「
釣
る
」

に
つ
い
て
、
各
２
句
投
句
（
投
句
用
紙
は

当
日
受
付
で
配
布
）
※
自
作
の
未
発
表
句

に
限
り
ま
す
。
病
気
療
養
中
な
ど
当
日
参

加
が
困
難
な
方
に
限
り
事
前
投
句
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▼
料

金　

１
０
０
０
円

問問
申申

１
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
、
電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い

ず
れ
か
で
、〒
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
、

山
口
川
柳
吟
社
・
西
田
義
舟
さ
ん

（
〒
７
５
３
‐
０
２
１
４
大
内
御
堀
二
丁
目

７
‐
18
）
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐

２
３
１
５

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
す
る
上
で

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ

ん
人
形
を
使
っ
た
体
験
ブ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
▼
日
時　

2
月
9
日
（
日
）
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▼
対
象　

妊
婦
と

パ
ー
ト
ナ
ー
24
組

問問
申申
所所

  

1
月
15
日

（
水
）
か
ら
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や

ま
こ
こ
」で
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
子

育
て
保
健
課
）

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(山
口
)

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(山
口
)

　

こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る
方
に
お

す
す
め
の
講
座
で
す
。
▼
日
時　

2
月
13

日
（
木
）
10
時
〜
11
時
30
分
▼
内
容　

離

乳
食
の
基
本
に
関
す
る
講
話
と
、
成
長

に
合
わ
せ
た
食
材
ご
と
の
調
理
の
仕
方

な
ど
、
簡
単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

生
後
4
〜
6
カ
月
児
の
保
護
者

先
着
30
人
▼
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭

き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
▼
託
児　

要
申
し

込
み
（
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不
可
）

問問
申申
所所

  

1
月
15
日
（
水
）
か
ら
、
子
育

て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(山
口
)

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(山
口
)

　

こ
れ
か
ら
3
回
食
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
方
に

お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

親
子
で
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
▼
日

時　

3
月
4
日
（
火
）
10
時
〜
11
時
30
分

▼
内
容　

管
理
栄
養
士
が
離
乳
食
づ
く
り

の
講
話
と
簡
単
な
レ
シ
ピ
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。（
試
食
あ

り
）
▼
対
象　

生
後
8
〜
10
カ
月
児
の
保

護
者
先
着
30
人
▼
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
▼
託
児

要
申
し
込
み
（
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受

講
不
可
）

問問
申申
所所

1
月
15
日
（
水
）
か

ら
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」

で
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

保
健
課
）

幼
児
食
講
座

(山
口
)

幼
児
食
講
座

(山
口
)

　

お
子
さ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
た
幼
児

食
の
進
め
方
や
、
こ
の
時
期
に
多
い
食

事
の
悩
み
に
つ
い
て
、
調
理
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
お
伝
え
し

ま
す
。
▼
日
時　

2
月
7
日
（
金
）
10
時
〜

11
時
30
分
▼
内
容　

幼
児
食
の
基
本
に

関
す
る
講
話
と
、
成
長
期
に
必
要
な
栄

養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
た
め
の
調
理

の
仕
方
な
ど
、
簡
単
な
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。
▼
対
象　

1
歳
〜
2
歳
児
の
保

護
者
先
着
30
人
▼
持
参
品
エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
▼
託
児

要
申
し
込
み
（
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受

子
育
て
各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の
所
在
・
連
絡
先
は

16

ペ
ー
ジ
下
参
照

保健センター（健康増進課）問問

力を入れすぎると、歯ブラシの毛先が広がり、十分に歯の
汚れを落とすことができず、また、歯茎を傷つける原因に
もなります。歯ブラシの毛先が開かない程度が目安です。
また、日々の歯磨きでは落としきれない汚れもあります。
そのため、定期的に歯科健診を受診しましょう。
市ウェブサイトでは、歯磨きの方法や、歯科健診
について掲載しています。

歯と口の健康のために
毎日のお手入れと定期的な健診を！

◆　クイズ ◆
Q.歯磨きの仕方で正しいのはどちらでしょう？
①強い力でゴシゴシ磨く
②軽い力で小刻みに磨く

答え：②

歯を失う原因の多くは、歯周病とむし歯です。歯の周囲に汚
れが溜まることで、歯周病やむし歯になります。これらを予
防するため、歯磨きにより口の中を清潔に保つことが大切で
す。皆さんは、正しい歯磨きの仕方を知っていますか？



16市報やまぐち　2025 年（令和 7 年）1 月合併号

◇保健センター
　糸米二丁目 6-6

・健康増進課 ☎ 083-921-2666
・子育て保健課 ☎ 083-921-7085

◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5

☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター
　徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

目
指
せ
姿
勢
美
人
！

骨
の
健
康
レ
ッ
ス
ン

目
指
せ
姿
勢
美
人
！

骨
の
健
康
レ
ッ
ス
ン

　
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
姿
勢
の
た
め
に
、

今
か
ら
健
康
な
骨
の
保
ち
方
を
学
び
ま
せ

ん
か
。
▼
日
時　

２
月
14
日
（
金
）
10
時
〜

11
時
45
分
（
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▼
内
容　

講
話
①
「
今
こ
そ
骨
活
」、②
「
骨

を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
食
事
」、
③
「
美
姿

勢
キ
ー
プ
！
カ
ラ
ダ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
！
」

▼
講
師　

①
市
保
健
師
、
②
市
管
理
栄
養

士
、
③
山
内
康
平
氏
（
理
学
療
法
士
）
▼

対
象　

女
性
市
民
先
着
30
人
（
要
申
し
込

み
）
▼
料
金　

50
円
（
保
険
料
含
む
）
▼
持

参
品

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装
、
タ

オ
ル
、飲
み
物  

問問
申申
所所

２
月
12
日
（
水
）

ま
で
に
、下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

ま
た
は
電
話
で
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
今
か
ら
気
を
付
け
た
い
！
骨
粗
し
ょ
う
症

対
策
】
▼
日
時　

２
月
５
日
（
水
）
13
時
〜

15
時
、
６
日
（
木
）
９
時
〜
11
時
▼
内
容

骨
の
健
康
度
測
定
（
手
）、
体
組
成
測
定
、

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
コ
ー
ナ
ー

（
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の
筋
ト
レ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
）
な
ど
▼
対
象

市
民
で
、

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、
健
康
診

査
結
果
に
つ
い
て
ご
相
談
の
あ
る
方
な
ど

▼
持
参
品　

各
種
健
康
診
査
結
果
（
お
持

ち
の
方
）
※
体
組
成
測
定
の
ご
希
望
の
あ

る
方
は
裸
足
に
な
れ
る
服
装
で
お
越
し
く

講
不
可
）

問問
申申
所所

  

1
月
15
日
（
水
）
か

ら
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」

で
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

保
健
課
）

小
児
救
急
講
座

「
病
気
の
と
き

の
ホ
ー
ム
ケ
ア
」
(小
郡
)

小
児
救
急
講
座

「
病
気
の
と
き

の
ホ
ー
ム
ケ
ア
」
(小
郡
)

▼
日
時　

2
月
20
日
（
木
）
14
時
〜
15
時

30
分
▼
内
容　

小
児
科
医
に
よ
る
子
ど

も
の
ホ
ー
ム
ケ
ア
に
関
す
る
講
話
▼
対

象　

乳
幼
児
の
保
護
者
先
着
30
人
▼
講
師

浜
本
史
明
氏
（
は
ま
も
と
小
児
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
▼
託
児　

要
申
し
込
み
（
生
後
３
カ

月
児
以
上
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講

不
可
）

問問
申申
所所

1
月
8
日（
水
）か
ら
、

子
育
て
支
援
ア
プ
リ「
や
ま
こ
こ
」か
ら
、

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

【
親
子
で
健
康
！
〜
楽
し
く
速
く
か
っ
こ
よ

く
走
ろ
う
〜
】
▼
日
時　

2
月
8
日
（
土
）

10
時
〜
12
時
▼
場
所　

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ

山
口
（
湯
田
温
泉
五
丁
目
5
‐
22
）
▼
内

容　

親
子
で
楽
し
く
速
く
か
っ
こ
よ
く
走

る
コ
ツ
を
学
び
、
一
緒
に
健
康
な
身
体
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
▼
対
象　

小
学
１・

２
年
生
親
子
、
小
学
３・
４
年
生
親
子
各

抽
選
10
組
程
度
▼
講
師　

藤
田
昌
彦
氏

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
翔
雲
代
表
・
山
口
陸

上
競
技
協
会
常
務
理
事
）
▼
持
参
品　

運

動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

（
上
靴
可
）、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
託
児　

要
申
し
込
み

問問
申申

1
月
27
日

（
月
）
ま
で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

ま
た
は
電
話
で
、
社
会
教
育

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
６

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
延
長

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
延
長

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

と
さ
れ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
勧
奨
の

差
し
控
え
で
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の

接
種（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
）に
つ
い
て
、

対
象
の
方
が
公
費
（
無
料
）
で
接
種
で
き

る
期
間
は
3
月
31
日
（
月
）
ま
で
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
期
間
終
了
後
も
公
費
で
接

種
を
完
了
で
き
る
よ
う
、
国
に
お
い
て
経

過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
な
お
、
接
種
に
つ
い
て

は
、
か
か
り
つ
け
医
等
に
相
談

し
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
リ
ス
ク
を
理
解

し
た
上
で
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
対

象

平
成
9
年
4
月
2
日
〜
平
成
21
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
の
う
ち
、
令
和

4
年
4
月
1
日
〜
令
和
7
年
3
月
31
日
ま

で
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
1
回

以
上
接
種
し
て
い
る
女
性
▼
経
過
措
置
の

期
間

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
期
間
（
令
和

7
年
3
月
31
日
ま
で
）
終
了
後
1
年
間
▼

接
種
場
所

各
実
施
医
療
機
関
▼
料
金

無
料

問問

各
保
健
セ
ン
タ
ー

だ
さ
い
。
体
調
の
悪
い
方
は
参
加
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問問
所所

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健

康
増
進
課
）

知
っ
て
健
康
！

動
脈
硬
化
予
防
教
室

知
っ
て
健
康
！

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　

動
脈
硬
化
予
防
へ
の
理
解
を
深
め
、

今
日
か
ら
実
践
で
き
る
食
生
活
や
運
動

に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼

日
時　

２
月
19
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16

時
30
分
（
13
時
開
場
）
▼
内
容　

医
師
講

話
「
動
脈
硬
化
の
予
防
」、
運
動
講
話
・

実
技
「
あ
な
た
の
生
活
に
ち
ょ
い
足
し

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、
栄
養
講
話
「
血
管
を

強
く
す
る
食
事
」、
試
食
、
血
管
年
齢
測

定
▼
講
師　

作
村
俊
浩
氏
（
大
正
通
り

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、澄
川
絵
里
奈
氏
（
健

康
運
動
指
導
士
）、
市
管
理
栄
養
士
▼
対

象　

市
民
30
人
程
度
▼
料
金　

50
円
（
保

険
料
）
▼
持
参
品　

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
室
内
用
運
動
靴
、
運
動
の
で

き
る
服
装

問問
申申
所所

２
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

各

保

健

セ

ン

タ

ー

等

の

所

在
・
連

絡

先
は
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康
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12
月
２
日
（
月
）、
明
治
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社
様
か
ら
、
寄
附
金

（
83
万
３
３
０
０
円
）
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
地
域
に
「
社
会
的
な
つ
な

が
り
」
を
提
供
し
、
よ
り
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
度
、
同
社
の
従
業

員
が
居
住
地
・
出
身
地
な
ど
ゆ
か
り
の
あ

る
地
域
を
指
定
し
て
募
金
し
、
会
社
の

拠
出
を
上
乗
せ
し
て
行
う
「
私
の
地
元
応

援
募
金
」
に
よ
り
、
本
市
に
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
多
大
な
ご
寄
附
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
ご
寄
附

を
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と

感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
増
進

等
に
係
る
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

健
康
増
進
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

２
６
６
６

　
山
口
高
校
の
管
弦
楽
部
が
、
10
月
に
福

島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
日
本

学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
４
全
国
大

会
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
最
優

秀
賞
と
特
別
賞
「
福
島
県
教
育
長
賞
」
を

受
賞
さ
れ
、
そ
の
報
告
の
た
め
、
11
月
11

日（
月
）に
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
高
校
は
、
交
響
曲
第
２
番 
第
３
楽

章
、
第
４
楽
章
よ
り
（
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作

曲
）
を
部
員
81
人
で
演
奏
。
弦
楽
器
、
管

楽
器
、
打
楽
器
の
バ
ラ
ン
ス
や
一
体
感
な

ど
が
好
評
を
得
て
、
出
場
校
25
校
の
中
で
、

最
優
秀
賞
に
輝
く
と
共
に
、
総
合
第
2
位

に
当
た
る
福
島
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
学
業
と
音

楽
、
ど
ち
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

同
部
の
快
挙
を
た
た
え
ま
し
た
。

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
７

　
山
口
市
徳
地
診
療
所
の
所
長
を
務
め
る

中
嶋
裕
医
師
が
「
第
11
回
や
ぶ
医
者
大
賞
」

を
受
賞
さ
れ
、
11
月
16
日
（
土
）
に
兵
庫

県
養や
ぶ父
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
や
ぶ
医
者
大
賞
は
、
へ
き
地
の
病
院
や

診
療
所
に
5
年
以
上
勤
務
す
る
50
歳
以
下

の
医
師
を
対
象
に
、
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
る
医
師
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
養
父

市
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
中
嶋
医
師
は
、
徳
地
診
療
所
の
所
長
と

し
て
地
域
に
寄
り
添
っ
た
献
身
的
な
診
療

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

方
が
自
宅
や
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
、
医
師
だ
け
で
な
く
多
職
種
が
連
携

し
、
地
域
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

人
の
育
成
に
努
め
て
お
ら
れ
る
な
ど
、
情

熱
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
こ
の
度
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

健
康
増
進
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

２
６
６
６

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS
徳
地
診
療
所
の
中
嶋
医
師
が

第
11
回
や
ぶ
医
者
大
賞
を
受
賞
　

問   問   

▲市長に受賞を報告する
中嶋医師（左）

問   問   

山
口
高
校
管
弦
楽
部
が

全
国
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

か
ら
寄
附
金
を
受
領

問   問   

▲記念撮影の様子

▲記念撮影の様子

表
紙
の
写
真

問
広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

未
来
の
自
分
を
想
像
し
て

アニメーション制作
会社の色塗り作業を
体験する様子

　

表
紙
の
写
真
は
、
12
月
に
開
催
し
た

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
や
ま
ぐ
ち
未
来

の
し
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
で
、
中
学
生
が

美
容
師
の
仕
事
を
体
験
し
て
い
る
様
子

で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
を
中

心
と
し
た
中
高
生
を
対
象
に
、
身
近
な

職
業
や
地
元
企
業
の
魅
力
を
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
な
ど

の
機
材
を
使
っ
た
報
道
の
仕
事
や
、
バ

ス
の
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験

な
ど
、
幅
広
い
職
業
に
つ
い
て
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
45
の
魅
力
的
な
ブ
ー
ス

が
並
び
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

思
い
思
い
に
ブ
ー
ス
を
巡
り
、
職
業
体

験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け

に
、
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

を
知
り
、
実
際
に
そ
の
仕
事
に
関
わ
る

人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
自
分
の
目
標

や
将
来
の
夢
を
見
つ
け
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
。

　

出展企業の紹介
はこちら▶
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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

うべ地魚フェア
～レンチョウまつり～

第16回
やまぐち名産品フェア

山陽
小野田 宇部 企画展

「自由律俳句で味わう四季」防府

山頭火や他の自由律俳人た
ちの季節を感じる俳句を
直筆資料とともに紹介しま
す。四季を味わいながら自
由律俳句を鑑賞していただければ幸
せます。
期間 4 月 6 日（日）まで

山 頭 火 ふ る さ と 館（ 宮 市 町
5-13）☎ 0835-28-3107

うべ産水産物によるグルメイ
ベントを市内の飲食店 32 店
舗で開催。ぜひ、この機会に
新鮮で肉厚なうべ産レンチョ
ウをご賞味ください。
期間　1月15日（水）～2月28日（金）
場所　宇部市内飲食店

宇部市水産振興課
　☎ 0836-34-8362

山陽小野田市をはじめ山口
県内の名産品の販売や屋台
グルメなど約 30 店舗が出店
します。
期間 1月11日(土)～13日（月・祝）
場所　おのだサンパーク 1 階サン

フェスタ広場ほか（中川 6-4-1）
山陽小野田市シティセールス課 

山陽小野田名産品推進協議会
　☎ 0836-82-1313

1956 年に水俣病が公式に
認められて、69 年を迎えま
す。報道写真家の桑原史成
さんが 1960 年から記録し
てきた写真をぜひご覧ください。
期間 1月17日（金）～4月16日（水）

桑 原 史 成 写 真 美 術 館（ 後 田
71-2）☎ 0856-72-3171

世界遺産登録10周年記念特集
展示「明治日本の産業革命遺産」

ジオパーク巡回展
「地球時間の旅」 第４期展『水俣病』美祢 萩 津和野

萩城下町・萩反射炉・恵美
須ヶ鼻造船所跡・大板山た
たら製鉄遺跡・松下村塾の
ほか、全 23 件の構成遺産
を写真パネルで紹介します。
期間　3 月 16 日（日）まで

萩博物館（萩市堀内 355）
☎ 0838-25-6447

日本各地のジオパークが協
力して企画した巡回展が
やってきます。貴重な標本・
写真を一堂に展示し、大地
の物語と私たちの暮らしの深いつな
がりを紹介します。
期間 2 月 9 日（日）まで

秋吉台科学博物館（秋芳町秋吉
11237-938）☎ 0837-62-0640

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

問所

問 問

問所
問所

問所

テクノロジーで広がるアートの可能性
　中央公園に面する山口情報芸術
センター [YCAM] では、私たち
の生活の中に溢れるさまざまな
技術を応用した新しい表現の探
求を軸に、展覧会や公演、映画上
映、子ども向けのワークショップ
など多彩なイベントを開催して
います。
　館内には、農業や医療、エネル
ギー産業など幅広い分野での応用
が進むバイオテクノロジーの研究
を行う「バイオラボ」があり、アー
ティストや研究者と共に作品の制
作を行っています。
　今回は、１月に開催を控えた、
ア ー テ ィ ス ト 山 内 祥 太 さ ん と
YCAMによるパフォーミングアー
ツ公演について、制作を担当し
たスタッフにお話を伺いました。

竹
たけした

下 暁
あ き こ

子 さん

Interview.

山口情報芸術センター [YCAM] 
パフォーミングアーツプロデューサー

「１月開催のパフォーミングアーツ公演に注目」

公演の詳細は
こちら▶

　パーフォーミングアーツとは、主にダンスや演劇など、身体を使って表
現する芸術の分野です。YCAMではこれまでに、野村萬斎＋坂本龍一＋高
谷史郎による能楽コラボレーション作品「LIFE̶WELL」（2013年）など、
オリジナル公演を制作してきました。１月開催の山内祥太さんとYCAM
による「匂いのモニュメント 忘れ去られたエロス」は、「匂い」をテーマ
にした作品で、もしもこの先、私たちが自分や他人の匂いを気にするあま
り、匂いのない世界に向かっていったら？という未来の世界が描かれます。
YCAMがバイオテクノロジーの知識を生か
し、体臭を人工的に再現する挑戦をしていて、
公演中に観客の皆さんが、実際に匂いを嗅ぐ
ことができる演出を予定しています。私たち
を取り巻く「匂い」について、ぜひ五感で体
験し、考えてみませんか。

#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024
今、世界的に注目を集める山口市。今、世界的に注目を集める山口市。
その魅力を再発見すべく、注目スポットやそこにその魅力を再発見すべく、注目スポットやそこに
携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。

広報広聴課☎ 083-934-2753問問

YCAMから発信する「五感で感じる表現」

！ やまぐちの魅力  再  発見
ReRediscover Yamaguchi!discover Yamaguchi!

vol.8

匂いのモニュメント 忘れ去られたエロス
メインビジュアル 制作：山内祥太
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昨年 10 月から南面、西面の外部足場を順次解体し、完成イメージどおりの建物外観が姿を現しており、
設計コンセプトでもある白い庇

ひさし

が山口サビエル記念聖堂と共に周辺景観を作り上げています。３月竣工
に向け、機械設備の試運転、内装工事を順次進めています。

本庁舎整備推進室
　☎ 083-934-4151

白い鐘塔に佇む、 ひと ・ まち ・ 未来にやさしい市民の丘 新本庁舎棟建設トピックス

新本庁舎棟、外観現る

杭工事 鉄骨工事基礎工事仮設工事

現場ブログ・ドローン動画　公開中現場ブログ・ドローン動画　公開中
建設工事特設サイト建設工事特設サイト

内外装工事
令和５年度 令和６年度 問問

問ｋ問ｋ

イベントカレンダー
1/4（土）～ 2/28（金）

所所
2025 年を漢字一字で表す書道展

1
月

開催中のイベント

夏のヘウレーカ！
所所 山口情報芸術センター
［YCAM］
☎ 083-901-2222

問問

アーティストやエンジニアなど
さまざまな分野の専門家が、小
学校などで実施されている「夏
休みの自由研究」に挑戦した成
果を紹介する展覧会です。

企画展Ⅱ
「原田和明のオートマタと中原中也」

1/29（水）～ 4/13（日）

中原中也記念館
 ☎ 083-932-6430

所所 問問

市内在住のオートマタ作家・
原田和明さんの中也の詩に関
連した作品を展示し、見る人
を楽しませる独創的な作品世
界を紹介します。

問問 山口市菜香亭
☎ 083-934-3312

市内の小学 5・6 年生から募
集した、新年の抱負などを漢
字一字で表した書の入賞作品
100 点を展示します。表彰式
当日は山口高校書道部生徒に
よる大文字の揮毫があります。

●表彰式
    1 月 25 日（土）9：30 ～
1/12（日）
山口市消防出初式
所所
問問 消防本部警防課

☎ 083-932-2202

山口南総合センター

1/19（日）
れきみんファミリーデー！

歴史民俗資料館
 ☎ 083-924-7001

所所 問問

子ども向けギャラリートーク
や昔のくらしを体験できます。
1 月のテーマは「お正月遊び」
です。

1/25（土）
第 27 回 ニューイヤーバンド
フェスティバル 2025
所所 山口市民会館

☎ 083-923-1000
問問

小学生から社会人までの吹奏
楽の団体が、さまざまな楽曲
を演奏します。

1/12（日）まで
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受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

2月の休日当番医の休日当番医

土曜当番医
●時間／ 19 時 〜 22 時

　昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
内科系 外科系

阿東地域
内・内外科

小児科 内科系 外科系 内科系 外科系

2

日

あんの
循環器内科
（吉敷中東一）
083-924-1151

大野整形外科
リウマチ科
（平井）

083-902-8411

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

河端内科医院
（小郡下郷）

083-972-3820

よしまつ医院
（秋穂二島）

083-987-1777

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

1

日

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

かむら
クリニック
（小郡下郷）

083-972-2513

9

日

みほり
クリニック
（大内御堀一）
083-924-8031

坂本整形外科
（円政寺）

083-925-5566

まつお
小児科医院
（維新公園五）
083-924-4970

山岸内科
（小郡新町）

083-972-2788

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

8

日

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

11

日

やの内科
（元町）

083-925-1919

ノムラ泌尿器科
整形外科
（青葉台）

083-933-0011

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

近藤こども
クリニック
（幸町）

083-922-0510

大正通り
クリニック
（小郡明治）

083-902-2037

山口嘉川
クリニック
（嘉川）

083-988-0788

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

15

日

田辺内科
（小郡新町）

083-973-3778

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

16

日

ましもと内科
呼吸器科

（湯田温泉三）
083-934-0077

かく脳神経外科
クリニック
（泉町）

083-920-1001

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

田中内科医院
（小郡長谷）

083-972-2325

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

みすみ
クリニック
（小郡明治）

083-972-1003

22

日

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

23

日

田村医院
（葵一）

083-922-7527

三の宮ふくだ
クリニック
（三の宮一）

083-901-2525

まつお
小児科医院
（維新公園五）
083-924-4970

小田医院
（小郡黄金町）
083-972-1716

ますだ内科
循環器科
（秋穂二島）

083-987-2002

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

24

日

まえだ
循環器内科
（緑町）

083-921-7722

林外科医院
（道場門前二）
083-922-0139

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

小泉小児科
（大市町）

083-922-0009

ねごろ神経内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-5256

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会山口市医師会

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 〜 17 時 30 分

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

吉南医師会

人 の う ご き （推計人口）人 の う ご き （推計人口）

上段は令和 6 年 12 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 6 年 11 月中の増減

デジタル推進課 ☎ 083-934-2748

189,496 人
（2,492 人）

－ 111 人

89,098 世帯

  － 33 世帯

90,436 人
（1,189 人）

－ 22 人

99,060 人
（1,303 人）

－ 89 人

全体 男 女 世帯

問問
⚠令和 2年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

市政情報を
配信中！

右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで

 日 月 火 水　木 金 土
 ・ 　・ ・　 ・　 ・ ・ 1
2 3 4 5 6 7     8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
  23 24 25 26 27 28 ・

　　休日 ・ 夜間急病診療所

■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時 毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。
【歯科】

■診療期日　　日曜、祝日、12/29～1/3
■診療時間 9 時 ～ 13 時　　　　　

　　　　

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター

■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時 毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目 小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】
■対象　　　子ども（15歳未満）
■電話　　　♯8000または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日19時～翌日8時
【救急医療電話相談】
■対象　　　大人（15歳以上）
■電話　　　♯7119または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日24時間
※相談は、いずれも看護師と医師が対
応します。

休日当番医テレホンサービス

･･･ 録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時など
にご利用ください。
☎ 083-923-5000

やまぐちのお医者さん navi

･･･市内の医療機関
を検索できます。

☎

！当番医の変更
1月の南部地域（内科系）の
当番医が変更になりました。

19 日（日）
ざいつ内科クリニック（小郡明治）

083-976-8475

26 日（日）
田辺内科（小郡新町）

083-973-3778

・休日当番医は変更する場
合があります。事前に各医
療機関にご確認ください。
・徳地地域については「ふ
るさととくぢ」をご覧くだ
さい。


